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佐
藤
彦
五
郎
と
新
選
組

　

武
州
多
摩
郡
日
野
本
郷
は
、
石
高

２
千　

石
余
、　

石
や　

石
で
村
と

２２５

１００

２００

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
は
、
比
較
に

な
ら
ぬ
ほ
ど
の
大
村
で
あ
る
。
こ
の

日
野
本
郷

は
、
二
人
の

名
主
が
問
屋

兼
帯
と
し
て

勤
め
て
い

た
。

　

こ
の
二
人

の
う
ち
の
一

人
、
佐
藤
彦

五
郎
は
、
文

政　

年
（
１

１０
８
２
７
）
９

月
、
半
次
郎

の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
、

庫
太
と
名
付

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

け
ら
れ
た
。
天
保
２
年（
１
８
３
１
）

８
月
、
父
半
次
郎
は
家
督
を
継
ぐ
こ

と
も
無
く
病
没
し
た
。
母
マ
サ
は
石

田
村
の
土
方
家
か
ら
嫁
に
来
た
人

で
、
土
方
歳
三
の
叔
母
に
当
た
る
。

庫
太
は
、
こ
の
母
や
祖
父
の
彦
右
衛

門
に
愛
育
さ
れ
、
弘
化
２
年
（
１
８

４
５
）、　

歳
の
お
り
従
兄
妹
の
土

１９

方
歳
三
の
姉
ノ
ブ
と
結
婚
し
た
。
こ

の
時
ノ
ブ
は　

歳
で
、
幼
名
ラ
ン
、

１５

子
供
時
代
ト
ク
、
佐
藤
家
に
嫁
入
り

し
て
ノ
ブ
と
名
を
改
め
て
い
る
。

　

庫
太
は
天
保
８
年
（
１
８
３
７
）、

　

歳
の
時
か
ら
名
主
見
習
を
勤
め

１１た
。
や
が
て
名
主
と
な
り
、
名
を
彦

五
郎
と
改
め
た
。
彦
五
郎
は
、
近
藤

周
助
の
下
で
天
然
理
心
流
を
修
行
、

自
宅
の
一
部
に
道
場
を
作
っ
て 
稽  
古 

け
い 
こ

に
励
み
、
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）

に
は
免
許
を
得
た
。
彦
五
郎
が
武
州

一
揆
の
鎮
圧
や
壺
伊
勢
屋
事
件
で
活

躍
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
の
彦
五
郎
こ
そ
、
後
年
日
野

を
幕
末
の
世
界
へ
引
き
出
し
た
人
で

あ
る
と
い
え
る
。
彦
五
郎
の
想
い

は
、
浪
士
組
に
参
加
し
て
上
洛
し
た

近
藤
勇
ら
と
同
じ
で
あ
り
、
む
し
ろ

力
強
く
そ
の
後
押
し
を
し
た
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

彦
五
郎
が
地
団
駄
を
踏
ん
だ
の

は
、
彼
が
一

人
っ
子
で
名

主
の
立
場
を

捨
て
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
自
身
の
身
代
わ
り
と
し
て
、
た

だ
一
重
に
歳
三
に
上
洛
を
勧
め
た
で

あ
ろ
う
心
中
が
思
い
や
ら
れ
る
。
そ

の
後
の
彦
五
郎
は
近
藤
の
留
守
を
守

り
、
上
洛
組
の
関
東
の
窓
口
と
な

り
、
関
東
へ
来
る
報
告
な
ど
は
一
手

に
引
き
受
け
て
、
物
心
両
面
か
ら
近

藤
・
土
方
ら
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
彦
五
郎
に
面
白
い
癖
が
あ

る
。
明
治
初
期
に
写
さ
れ
た
彦
五
郎

の
写
真
に
は
正
面
を
向
い
た
も
の
が

少
な
い
。
全
く
横
を
向
い
て
い
る
。

私
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
三
人
並

ん
で
写
す
と
真
ん
中
の
人
は
死
ぬ
と

か
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
。
当
時
横
を

向
く
こ
と
に
つ
い
て
何
か
伝
承
が
あ

っ
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
３
月
、

彦
五
郎
は
近
藤
の
依
頼
に
よ
り
日
野

農
兵
を
中
心
に
し
た
春
日
隊
を
結
成

し
て
、
甲
陽
鎮
撫
隊
に
加
勢
し
た
。

こ
れ
ら
彦
五
郎
の
行
動
は
、
幕
末
の

日
野
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

（
日
野
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

・
谷
春
雄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の「
新
選
組
を
語
る
」を
シ
リ
ー

ズ
で
執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
谷

春
雄
先
生
が
、
３
月　

日
急
逝
さ
れ

１６

ま
し
た
。
本
稿
が
、
病
床
で
執
筆
さ

れ
た
最
後
の
原
稿
と
な
り
ま
し
た
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

★水彩画「水耀会」　 毎月第１・第
３水曜日午前１０時～正午／中央公民
館な

ど／初心者・見学歓迎※指導あ
り／

入会金１千円、月４千円／石田（�
５８３－７４２５午後５時以降）
★ハイキングクラブ四季　高尾山か
らアルプスまで難易度別に山行※毎
月第４水曜日午後７時～９時に八王
子労政会館などで例会／入会金１千
円、月１千円／伊藤（�５９３－６２６３）
★水墨サークル「紅水会」　 毎月第
１・第３金曜日午後１時３０分～４時
３０分／中央公民館な

ど／月１千円※指
導あ

り／高木（�５８１－７７０５）
★エアロビクス「ステップ」　 毎週
土曜日午前１０時～１１時１０分／市民陸
上競技場会議室な

ど／入会金１千円、
月２千５００円※無料体験、指導あ

り／
タオル、飲み物持参／西室（�５８３－
４７６３）
★多摩舞踏研究会初級（入門コース）
毎週日曜日午後１時～２時３０分／湯
沢福祉センターな

ど／中級者、男性歓
迎※指導あ

り／月２千円／松田（�５９３
－２１８２）
★バスケットボール「ＨＯＷ」　 月
２～３回おもに土曜・日曜日の午後
／大坂上中な

ど／１８歳以上対象／運動
できる服装・靴持参／坂本（�０９０－
２２４８－４６６９）
★ウクレレクラブリーリア　毎月第

２・第４木曜日午後７時～８時３０分
／スタジオＭ（豊田駅南口）／初心
者歓迎※指導あ

り／入会金１千円、月
２千５００円／吉村（�５８６－３２５０）
★アンサンブルＪ合唱団　毎週水曜
日午前１０時～正午／八王子市内市民
センターな

ど／来年７月の公演に向け
てベートーベン作曲交響曲第９番第
４楽章「合唱」等を練習※指導あ

り／
入会金２千円、月３千円※ほかに楽
譜代実費／菊地（�０４２６－２８－５１７２）
★写真の話を語る会　毎月第３木曜
日午後１時３０分～４時３０分／市民会
館な

ど／入会金１千円、月１千５００円
／木村（�５８１－５１６３）
★ミニテニスをしませんか　�毎週
金曜日午後６時３０分～８時３０分に二
小�毎週金曜日午後６時３０分～８時
３０分と第２・第４日曜日午前１０時～
正午に三小�毎週土曜日午後４時３０
分～６時３０分と毎週水曜日午後６時
４５分～８時３０分に平山台小�毎週日
曜日午後１時３０分～４時に東光寺小
�毎週木曜日午後６時～９時と毎週
日曜日午前９時～正午に南平小な

ど／
初心者歓迎／日野市ミニテニス連盟
（武石�５８４－６３１８）
★歌う健康法「愛唱歌を歌う会」　
毎月第１・第３水曜日午前１０時から、
第２・第４木曜日午後１時から／喫
茶はなぐるまプチホールギャレリア

／入会金５００円、月２千５００円／飯野
（�０９０－９８２１－４７１１）
★女声コーラス「銀のふえ」　 毎月
第２・第４水曜日午前１０時～正午／
勤労・青年会館な

ど／見学歓迎／月４
千５００円／小川（�５８４－５５８４）
★日野ＥＳＳ（英会話クラス）　 毎
週火曜日午後６時４５分～７時４５分
（初級）、午後７時５０分～９時（中
級）／高幡図書館な

ど／イギリス人講
師の指導あ

り／入会金３千円、月３千
円／長沼（�５９１－６１４０夜間）
★日野極真カラテクラブ　毎週火曜
日午後６時～９時に市民陸上競技場
会議室、水曜日午後３時～５時に南
平体育館、木曜日午後６時～９時に
東部会館、金曜日午後６時～９時に
ひの社会教育センターな

ど／４歳以上
対象／月４千円※子どもは３千円／
倉成（�０９０－８５９８－５４６３）
★絵画クラブ「みずき会」　 毎月第
２・第４水曜日午前９時３０分～正午
／旭が丘２丁目東地区センターな

ど※
指導あ

り／月４千円／岩井田（�５８５－
１００２）
★ソフトエアロビクス＆ストレッチ
「日野トレーニングクラブ」　 毎週
木曜日午後２時１５分～３時１５分／南
平体育館な

ど／入会金１千円、月２千
円※見学歓迎／体操着、タオル持参
／池田（�５９１－２４８２）

★日野スポーツ合気道クラブ　毎週
木曜日午後６時３０分～８時３０分と土
曜日午前９時３０分～１１時３０分／南平
体育館な

ど／スポーツとして楽しむこ
とができ、健康増進に役立つ護身術
を兼ねた武道／小学校高学年以上対
象※初心者歓迎／入会金２千円、月
２千円※学生は１千５００円／大野（�
５８４－５４３１）
★ラテン専科（社交ダンス）　 毎週
土曜日午後１時～３時／平山地区セ
ンターな

ど／入会金２千円、１回１千
円※元Ａ級プロの指導、無料体験レ
ッスンあ

り／ステップバイステップ
（千田�５８２－２０１６）
★女声合唱団「菜の花」　 毎週火曜
日午後１時～４時／会員宅（豊田駅
周辺）※７月に体験発表会を予定／
月５千円／大湖（�５８３－１７５７）
★たんぽぽサークル　月４回金曜日
午後７時３０分～９時／下町下河原地
区センターな

ど／体操と初級ヨガ／入
会金１千円、月２千５００円／バスタ
オル持参／中山（�５９２－９３７８）
★ヘタでいいヘタがいい新婦人絵手
紙　①コスモス…毎月第１・第３金
曜日に谷仲山地区センターな

ど②チュ
ーリップ…毎月第１・第３土曜日に
湯沢福祉センターな

ど／いずれも午前
１０時～正午／月１千円／田代（�５９３
－４７４４夜間）

 
■
「
全
国
新
選
組
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
３
月　

日
�
・　

日
�
の
両

１３

１４

日
、
新
選
組
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
や

町
（
長
岡
市
、
会
津
若
松
市
、
流
山

市
、
京
都
市
、
函
館
市
、
調
布
市
な

ど
）
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て
、
ま
ち

お
こ
し
を
考
え
る
「
第
１
回
全
国
新

選
組
サ
ミ
ッ
ト
」（
全
国
新
選
組
サ
ミ

ッ
ト　

日
野
実
行
委
員
会
主
催
、
日

ｉｎ

野
市
・
新
選
組
フ
ェ
ス
タ　

日
野
実

ｉｎ

行
委
員
会
後
援
）
が
新
選
組
フ
ェ
ス

タ
開
催
中
の
万
願
寺
メ
イ
ン
会
場
及

び
高
幡
不
動
尊
を
中
心
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
大
河
ド

ラ
マ
「
新
選
組
！
」
製
作
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
、
ゆ
か
り
の

地
の
物
産
紹
介
や
観
光
振
興
に
つ
い

て
情
報
や
意
見
を
交
換
、
熱
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
選
組
が
会
津
藩
の
預
か

り
と
な
っ
た
３
月　

日
を
「
新
選
組

１３

の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
新
選
組
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ

る
予
定
で
す
。
今
年
の
第
２
回
は
５

月
に
函
館
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
野
市
消
防
団
が
優
良
消
防
団
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

２
月　

日
�
に
、
港
区
虎
ノ
門
ニ

１３

ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
財
団

法
人
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

で
、
日
野
市
消
防
団
（
団
長
、
石
坂

昇
氏
）
が
優
良
消
防
団
と
し
て
表
彰

さ
れ
、
表
彰
旗
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
日
ご
ろ
の
活
発
な
地
域

消
防
・
防
災
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

日
野
市
消
防
団
は
平
成
９
年
に
東

京
都
知
事
功
労
表
彰
、　

年
に
は
消

１３

防
庁
長
官
表
彰
を
受
け
、
今
回
の
受

賞
は
、
昭
和　

年
度
以
来
の
２
度
目

３１

と
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
活
発
な
地
域
消
防
活
動
に

ま
す
ま
す
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
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�
�
�
�
�
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�
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▲佐藤彦五郎の刀（刀の柄巻に壺伊勢尾事件のときの鉄砲傷がある）佐藤家蔵

▲まちおこしへ、活発な意見交換

▲新選組ゆかりの地の関係者が万願寺メイン会場に集合

▲市に受賞の報告をする石坂昇団長（中央）


